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７
月
定
例
会
議
は
、
７
月
４
日
か
ら
11
日
ま
で
の
８
日
間
の
日
程
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
26
年
度
補
正
予
算
や
25
年
度
葛
巻
病
院

事
業
会
計
の
決
算
認
定
な
ど
５
件
、
す
べ
て
全
議
員
の
賛
成
で
原
案
ど
お
り

『
決
定
』
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
２
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
の
対
応
や
考
え
を
た
だ
し
ま

し
た
。

　

決
算
特
別
委
員
会
（
山
岸

は
る
美
委
員
長
、
山
崎
邦
廣

副
委
員
長
）
を
設
置
し
、
７

月
８
日
に
病
院
会
計
の
決
算

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

監
査
委
員
の
意
見

監
査
委
員
の
意
見

内
科
医
を
増
員

内
科
医
を
増
員

初
の
７
月
定
例
会
議

初
の
７
月
定
例
会
議

佐々木葛巻病院名誉院長による健康講話の様子（四日市地区）

定 例 会 議 の 話 題定 例 会 議 の 話 題

葛 巻 病 院葛 巻 病 院８８月月からから内科医内科医をを増員増員
７月定例会議７月定例会議

　

25
年
度
決
算
は
、
事
業
収

益
８
億
２
７
４
６
万
円
に
対

し
て
、
事
業
費
用
が
８
億
９

５
万
円
と
な
り
、
２
６
５
１

万
円
の
純
利
益
を
計
上
し
、

単
年
度
黒
字
決
算
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
未
処
理
欠

損
金
が
２
億
８
７
２
万
円
に

減
少
し
ま
し
た
。
決
算
の
状

況
は
、
上
の
表
の
と
お
り
で

す
。

　

昨
年
度
、
葛
巻
病
院
で
は

健
康
講
話
の
開
催
、
訪
問
診

療
や
看
護
科
職
員
の
接
遇
改

善
な
ど
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

向
上
さ
せ
る
新
た
な
取
り
組

み
を
始
め
ま
し
た
。

　

患
者
の
状
況
は
、
年
間
の

延
べ
入
院
患
者
数
が
、
１
万

３
９
３
４
人
で
前
年
度
に
比

べ
て
１
０
１
８
人
、７
・
９
％

増
加
し
ま
し
た
。
外
来
患
者

数
は
、
３
万
３
９
８
０
人
で

前
年
度
に
比
べ
て
２
９
０
０

人
、
７
・
９
％
の
減
少
で
す
。

　

新
病
院
の
開
設
を
見
据

え
、
さ
ら
な
る
経
営
努
力
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

※
病
院
事
業
会
計
の
決
算
認
定

は
、
こ
れ
ま
で
９
月
定
例
議
会

に
提
案
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

通
年
の
会
期
制
に
よ
る
７
月
定

例
会
議
に
な
っ
た
た
め
、
地
方

公
営
企
業
法
の
規
定
に
よ
り
、

今
回
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

議
会
総
合
条
例
を
施
行
後
、

初
の
「
７
月
定
例
会
議
」
を

開
き
ま
し
た
。　

　

６
月
か
ら
７
月
の
開
催
に

変
更
し
た
理
由
は
、
国
会
や

県
議
会
の
閉
会
後
に
町
の
議

会
を
開
く
た
め
で
す
。

　

国
や
県
の
予
算
が
決
ま
っ

た
こ
と
で
、
国
の
補
助
事
業

に
関
連
す
る
町
の
予
算
な
ど

を
、
速
や
か
に
審
議
し
て
決

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
工
事
発
注

の
事
務
な
ど
を
、
早
く
進
め

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
７
月
に
定
例
の
会

議
を
行
っ
て
い
る
議
会
は
、

県
内
で
本
町
の
み
で
す
。

　

葛
巻
病
院
事
業
会
計
の
補

正
予
算
で
、
医
師
住
宅
を
新

築
す
る
予
算
を
提
案
。

　

８
月
か
ら
新
た
に
女
性
の

医
師
が
着
任
す
る
こ
と
に
よ

り
、
旧
役
場
跡
地
（
下
町
）

に
建
設
し
ま
す
。

　

着
任
し
た
山や

ま

﨑さ
き

都み
や
こ

先
生
は

島
根
県
の
出
身
で
、
東
北
大

学
病
院
な
ど
で
勤
務
さ
れ
、

８
月
か
ら
診
療
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
内
科
医
で
、
呼
吸

器
、
老
人
病
学
や
和
漢
診
療

学
が
専
門
で
す
。

　

ま
た
、来
年
の
４
月
に
は
、

男
性
の
内
科
医
が
着
任
す
る

予
定
で
す
。

　

新
病
院
の
開
設
に
向
け
た

諸
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。葛巻病院に着任した

山
やま

﨑
さき

都
みやこ

副院長

　

25
年
度
決
算
は
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
に
よ
り
、

単
年
度
黒
字
決
算
で
す
。
引

き
続
き
、
財
政
の
健
全
化
を

望
み
ま
す
。

　

一
般
病
床
の
利
用
率
が

37
・
３
％
と
低
迷
し
て
い
ま

す
。
医
業
収
益
の
確
保
と
経

営
の
安
定
化
へ
の
取
り
組
み

に
努
力
が
必
要
で
す
。

　

個
人
未
収
金
は
、
効
果
的

な
回
収
を
求
め
ま
す
。

町長に決算審査意見書を提出する監査委員

25年度決算25年度決算

認 定認 定

病
院
事
業
会
計 

黒
字
決
算
に

25年度病院事業会計決算状況

区　分 25年度 24年度 前年対比

事 業 収 益（ａ） 8億2,746万円 8億4,966万円 △2.6％

事 業 費 用（ｂ） 8億   95万円 8億1,160万円 △1.3％

純利益(ｃ)＝(ａ)－(ｂ) 2,651万円 3,807万円 △30.4％

前年度繰越欠損金(ｄ) 2億3,523万円 2億7,330万円 △13.9％

当年度未処理欠損金(ｄ)－(ｃ) 2億  872万円 2億3,523万円 △11.3％

回
収
不
能
未
収
金

整
理
の
考
え
は

病
院
が
目
指
す

医
療
体
制
は

葛
巻

病
院

葛
巻

病
院

　
　

回
収
が
見
込
ま
れ
な
い

個
人
未
収
金
を
整
理
す
る
考

え
は
。

　
　

新
病
院
の
開
設
ま
で
に
、

整
理
す
る
計
画
で
事
務
を
進

め
ま
す
。

　
　

町
民
に
親
し
ま
れ
る
病

院
と
し
て
、
望
ま
し
い
医
療

体
制
は
。

　
　

医
師
、
看
護
師
、
事
務

職
員
が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
し
っ
か
り
と
果
た

せ
る
医
療
体
制
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

問問 答答

（税抜き）



柴
しば

田
た

 勇
いさ

雄
お

 議員

な
風
力
発
電
所
の
候
補
地
に
、

袖
山
地
区
を
考
え
て
い
ま
す
。

町
で
は
新
た
な
風
力
発
電
所
の

整
備
に
協
力
す
る
考
え
で
す
。
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問

答

今後進める定住対策は

産業振興などを積極的に推進
山
やま

岸
ぎし

はる美
み

 議員

　
　
　
　
日
本
創
成
会
議(

※)

は
２
０
４
０
年
に
全
国
の
半

数
の
自
治
体
が
、
消
滅
す
る

可
能
性
が
あ
る
試
算
を
公
表

し
ま
し
た
。
本
町
の
人
口
が
、

３
３
３
０
人
ま
で
減
少
が
進

む
も
の
で
す
。

　

人
口
減
少
対
策
で
町
が
進

め
て
き
た
定
住
促
進
事
業
の

成
果
と
今
後
の
見
通
し
は
。

　

新
た
な
企
業
誘
致
の
見
通

し
と
、
出
産
・
子
育
て
支
援

の
拡
充
の
考
え
は
。

　
　
　
　

町
の
人
口
は
、
昭

和
35
年
の
１
万
６
９
０
２
人

を
ピ
ー
ク
に
年
々
減
少
を
続

け
、
本
年
の
５
月
末
現
在
６

９
２
５
人
で
す
。

　

町
長
に
就
任
し
た
直
後
か

ら
、
定
住
人
口
拡
大
に
各
種

助
成
事
業
を
創
設
し
、
21
年

度
か
ら
25
年
度
ま
で
の
移
住

者
は
31
件
、
76
人
の
実
績
が

あ
り
、
一
定
の
成
果
が
あ
っ

た
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
対
策
は
、
経
済

的
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
一
定

の
所
得
が
得
ら
れ
る
中
で
、

出
産
や
子
育
て
が
し
や
す
い

環
境
の
構
築
と
、
魅
力
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
一
人

で
も
多
く
の
移
住
者
を
獲
得

す
る
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
数
十
年

先
を
見
据
え
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
産
業
の
振
興
や
雇
用
の

確
保
、
子
育
て
支
援
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
新
規
進
出
の
企
業

の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

盛
岡
広
域
８
市
町
が
連
携
し

て
首
都
圏
で
の
企
業
訪
問
な

ど
、
新
規
の
企
業
誘
致
に
努

力
し
て
い
ま
す
。

　

出
産
、
子
育
て
支
援
は
本

年
度
策
定
予
定
の
「
葛
巻
町

子供たちへの読み聞かせの様子（保健センター）

議
員

町
長

　
　
　
　

エ
コ
・
ワ
ー
ル
ド

く
ず
ま
き
風
力
発
電
所
の
、

今
後
の
計
画
は
。

　
　
　
　

施
設
の
稼
働
か
ら

15
年
経
過
し
、
当
初
の
目
的

を
果
た
し
た
こ
と
か
ら
、
事

業
を
清
算
す
る
方
向
で
調
整

し
て
い
ま
す
。

　

筆
頭
株
主
の
エ
コ
・
パ

ワ
ー
株
式
会
社
で
は
、
新
た

議
員

議
員

町
長

町
長 答

答

問

問

袖
山
地
区
に

新
た
に
整
備
の
考
え

ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る

牧
草
の
食
害
な
ど

風
力
発
電
所

今
後
の
計
画
は

鳥
獣
が
原
因
の

農
作
物
の
被
害
は

一般質問　７月４日に、２議員が一般質問を行いました。一般質問は、町の行政全般にわたり、
事務の執行状況や将来の方針などを幅広い視点から報告や説明を求め質問します。
　議員の質問できる時間は、１時間以内です。

議 が 般質
～ 今ここが聞きたい ～

　
　
　
　

教
育
委
員
会
制
度

を
見
直
す
「
教
委
改
革
法
」

が
国
会
で
成
立
し
ま
し
た
。

首
長
の
権
限
が
強
化
さ
れ
ま

す
が
、
町
長
の
所
見
は
。

　
　
　
　

今
回
の
教
委
改
革

法
は
、「
総
合
教
育
会
議
」

の
新
設
と
教
育
委
員
長
と
教

育
長
を
統
合
し
、
新
「
教
育

長
」
制
度
の
誕
生
な
ど
が
主

な
改
正
内
容
で
す
。

　

法
律
は
、
27
年
４
月
施
行

で
す
が
制
度
の
詳
細
が
ま
だ

国
か
ら
示
さ
れ
て
い
な
く
、
ま

た
、
現
教
育
長
の
任
期
は
29

年
12
月
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
任
期
終
了
後
か
ら
３
年

の
任
期
で
施
行
と
な
り
ま
す
。

　

新
制
度
の
運
用
は
、
他
市

町
村
の
状
況
な
ど
を
見
極
め

慎
重
に
進
め
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
保
育
園
児
か

ら
児
童
・
生
徒
の
学
校
教
育

を
一
体
的
に
教
育
委
員
会
が

担
当
し
て
い
ま
す
の
で
、
さ

ら
に
相
互
連
携
を
深
め
、
次

代
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問

答

人口減少の対応策は

若者の流出防止策を充実強化
　
　
　
　

町
の
人
口
が
減
少

し
て
い
る
現
状
か
ら
、
や
が

て
「
消
滅
す
る
町
」
と
日
本

創
成
会
議(

※)

が
公
表
し
ま

し
た
。

　

人
口
減
少
対
策
は
、
町
の

存
亡
を
か
け
た
最
重
要
課
題

で
あ
り
、
長
期
の
人
口
動
態

を
見
据
え
た
町
の
あ
り
方
や

人
口
減
少
速
度
の
抑
制
策
な

ど
、
総
合
的
な
視
点
に
立
っ

た
施
策
が
必
要
で
す
。

 

今
後
の
人
口
減
少
の
対
応

策
は
。

　
　
　
　

示
さ
れ
た
デ
ー
タ

は
、
将
来
を
予
測
し
た
指
標

で
あ
り
、
参
考
に
過
ぎ
な
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
現

に
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
る

中
で
無
視
は
で
き
な
い
デ
ー

タ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
持
続
可
能
性
は
、

人
口
の
数
で
は
無
く
、
住
民

一
人
ひ
と
り
が
、
さ
ら
に
一

体
と
な
り
、
郷
土
に
対
す
る

愛
情
と
情
熱
を
持
っ
た
町
づ

く
り
を
継
続
で
き
る
か
だ
と

考
え
ま
す
。

　

当
町
の
人
口
減
少
の
主
要

因
は
、
若
者
の
流
出
と
未
婚

者
の
増
加
で
す
。
こ
れ
ま
で

「
新
婚
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事

業
」、「
乳
幼
児
・
児
童
生
徒

医
療
費
助
成
」、「
保
育
料
の

軽
減
」
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
支
援
策
の
充
実
と

新
た
な
取
り
組
み
を
図
り
ま

す
。

　

一
方
、
女
性
や
高
齢
者
が

積
極
的
に
地
域
社
会
に
参
画

し
や
す
い
環
境
の
充
実
と
支

援
に
努
め
ま
す
。

　

産
業
面
で
は
、「
く
ず
ま

き
高
原
」
を
冠
し
た
「
く
ず

定住奨励金、新婚ライフサポート金の交付式

議
員

町
長

議
員

町
長

答 問
状
況
を
見
据
え

慎
重
に
進
め
る

教
委
制
度
見
直
し

町
長
の
所
見
は

一般質問

５ 平成26年８月20日発行No.167

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
計
画
」

で
、
積
極
的
な
取
り
組
み
や

支
援
策
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
ク

マ
に
よ
る
農
作
物
な
ど
の
被

害
状
況
は
。

　
　
　
　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
は
、

当
町
で
も
数
年
前
か
ら
目
撃

情
報
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
昨
年
度
は
、
牧
草
の

被
害
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ク
マ
や
鳥
獣
に
よ

る
農
作
物
被
害
が
発
生
し
て

お
り
、
特
に
も
、
ク
マ
の
人

的
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

町
猟
友
会
な
ど
と
連
携
を
密

に
し
な
が
ら
、
被
害
防
止
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

（
※
）
日
本
創
成
会
議

　

平
成
23
年
５
月
に
発
足
し
た
有
識
者

ら
の
構
成
に
よ
る
、
政
策
発
信
組
織
。

国
民
の
立
場
か
ら
、
新
し
い
日
本
を
創

る
た
め
の
提
言
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
き
ブ
ラ
ン
ド
」
や
「
東
北

一
の
酪
農
の
町
」
の
未
来
を

見
据
え
た
「
新
葛
巻
型
酪
農

構
想
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
確

立
や
６
次
産
業
化
を
中
心
と

し
た
地
場
産
業
の
振
興
を
加

速
化
さ
せ
、
全
国
か
ら
人
を

呼
び
込
み
、「
山
村
の
モ
デ

ル
」
と
な
る
よ
う
魅
力
あ
る

町
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。



６平成26年８月20日発行No.167

定 例 会 議 な ど で定 例 会 議 な ど で
決 ま っ た こ と決 ま っ た こ と

条

例

改

正

条

例

改

正

財

産

取

得

財

産

取

得

そ

の

他

そ

の

他

●
町
税
条
例
の
改
正

　

軽
自
動
車
税
の
税
率
を
、

引
き
上
げ
ま
す
。
主
な
改
正

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

７ 平成26年８月20日発行No.167

更新された葛高生の送迎バス

町営小屋瀬住宅 町営小屋瀬住宅 ６ 棟 整 備６ 棟 整 備
　

６
月
会
議
と
７
月
定
例
会
議
で
、

26
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部

改
正
な
ど
の
審
議
が
行
わ
れ
、
原

案
ど
お
り
『
決
定
』
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

単身と家族向けの住宅を３棟ずつ整備した町営小屋瀬住宅

●
町
営
住
宅
条
例
の
改
正

　

老
朽
化
し
た
町
営
小
屋
瀬

住
宅
を
、
新
た
な
場
所
に
６

棟
整
備
し
ま
し
た
。

　

８
月
１
日
か
ら
入
居
し
て

い
ま
す
。

●
企
業
立
地
促
進
条
例
の
改
正

　

誘
致
企
業
が
工
場
な
ど
を

建
設
す
る
際
に
活
用
す
る
、

補
助
事
業
の
要
件
を
緩
和
し

ま
す
。

●
除
雪
ド
ー
ザ（
11
ト
ン
級
）

◇
契
約
額　

１
４
０
４
万
円

◇
納
期　

26
年
11
月
10
日

◇
契
約
相
手　

コ
マ
ツ
岩
手

　
（
株
）
二
戸
営
業
所

　
（
一
戸
町
）

●
除
雪
ド
ー
ザ（
４
ト
ン
級
）

◇
契
約
額　

４
９
７
万
円

◇
納
期　

26
年
11
月
10
日

◇
契
約
相
手　

キ
ャ
タ
ピ
ラ

ー
東
北
（
株
）
盛
岡
営
業

所
（
滝
沢
市
）

●
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載

車
（
第
13
・
16
分
団
）

◇
契
約
額　

２
８
６
２
万
円

◇
納
期　

27
年
２
月
28
日

◇
契
約
相
手　

互
光
商
事

（
株
）（
矢
巾
町
）

●
バ
ス
ケ
ッ
ト
台
（
４
台
）

◇
契
約
額　

１
５
０
７
万
円

◇
納
期　

26
年
７
月
20
日

◇
契
約
相
手　
（
株
）
千
葉

運
動
具
店
（
久
慈
市
）

◇
納
入
場
所　

社
会
体
育
館

●
車
両
損
傷
事
故
に
係
る
和

解

　

第
15
分
団
の
消
防
用
ホ
ー

ス
を
乾
燥
塔
に
つ
り
下
げ
て

い
た
と
こ
ろ
、
強
風
の
影
響

で
外
れ
、
付
近
に
駐
車
し
て

い
た
車
両
を
損
傷
さ
せ
た
事

故
の
和
解
に
関
し
、
損
害
賠

償
の
内
容
を
議
決
し
ま
し
た
。

〔
損
害
賠
償
額
〕

３
０
１
，
９
１
４
円

原動機付自転車 現行 改正後

50cc以下 1,000円 ⇒ 2,000円

50cc超～ 90cc以下 1,200円 ⇒ 2,000円

90cc超～ 125cc以下 1,600円 ⇒ 2,400円

小型特殊自動車 現行 改正後

農耕作業用のもの 1,600円 ⇒ 2,400円

軽自動車 現行 改正後

３輪のもの 3,100円 ⇒ 3,900円

４輪・乗用・自家用 7,200円 ⇒ 10,800円

４輪・貨物用・自家用 4,000円 ⇒ 5,000円

※27年度から税率が上がります。

※27年４月２日以降に購入する新車が対象で、
28年度から税率が上がります。
　ただし、27年４月１日に購入した新車は、
27年度から適用します。

　

一
般
会
計
に
３
億
７
７
６

０
万
円
追
加
し
、
総
額
を
55

億
９
７
６
４
万
円
と
し
ま
し

た
。
支
出
で
は
、
財
政
調
整

基
金
に
２
億
円
を
積
み
立
て
、

総
額
９
億
２
２
６
０
万
に
、

町
債
減
債
基
金
に
１
億
円
を

積
み
立
て
、
総
額
６
億
１
０

４
２
万
に
、
町
の
基
金
（
貯

金
）
の
総
額
は
、
44
億
８
６

５
５
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

各
会
計
の
補
正
額
と
主
な

予
算
の
使
い
み
ち
は
上
の
表

の
と
お
り
で
す
。

補

正

予

算

補

正

予

算

〜
安
全
で
安
心
な
送
迎
を
確
保
〜

葛
高
生
の
送
迎
バ
ス
を
更
新

葛
高
生
の
送
迎
バ
ス
を
更
新

（
※
）「
認
知
症
対
応
型
共
同

生
活
介
護
施
設
」

　

認
知
症
の
高
齢
者
の
方
が

共
同
生
活
を
し
な
が
ら
、
入

浴
や
食
事
な
ど
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
施
設
。

会　計　名 補正額 補正後の予算額

一　般　会　計 ３億7,760万円 55億9,764万円

病院事業会計
（収益的収支） 1,489万円 13億9,853万円

《主な予算の使いみち》

■ 葛巻高校の生徒送迎用バスの購入･････････････････････ 650万円
　（久慈方面、岩泉方面の送迎）
　■ 認知症対応型共同生活介護施設(※)整備補助金･･･････  3,540万円
　（旧町営小屋瀬住宅跡地に整備。27年４月からサービス開始予定）

■ 自治総合センターコミュニティ助成金･････････････････ 880万円
　・田代自治会（投光器、除雪機など）
　・市部内自治会（除雪機、会議用テーブルと椅子など）
　・葛巻神楽保存会（神楽の衣装など）
　・城内小路自治会自主防災隊（除雪機）

26年度補正予算26年度補正予算

議 員 議 員 のの 判 断  判 断 〈議決結果〉
■　６月会議と７月定例会議で、全議員の賛成で決定した議案

■　賛否が分かれた議案はありませんでした。

議案等
番　号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名

件　　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

山 

崎　

邦 

廣

大 

平　
　

 

守

柴 

田　

勇 

雄

鈴 

木　
　

 

満

姉 

帯　

春 

治

小
谷
地
喜
代
治

山
岸　

は
る
美

辰 

柳　

敬 

一

高 

宮　

一 

明

中 

崎　

和 

久

議案27号 平成26年度葛巻町一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
議案28号 財産の取得に関し議決を求めることについて（除雪ドーザ11t級） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
議案29号 財産の取得に関し議決を求めることについて（除雪ドーザ４t級） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
議案30号 財産の取得に関し議決を求めることについて（小型動力消防ポンプ付積載車） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
議案31号 財産の取得に関し議決を求めることについて（バスケット台） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
議案32号 平成26年度葛巻町一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
議案33号 平成26年度葛巻町国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
議案34号 企業立地促進条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
議案35号 葛巻町町営住宅条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
認定１号 平成25年度葛巻町国民健康保険病院事業会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

※ ○は原案に賛成。
※ 議長は採決に加わりません。
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～岩手地区議員大会～～岩手地区議員大会～

共通課題共通課題のの早期解決早期解決をを
　

こ
の
大
会
は
、
滝
沢
市
、

葛
巻
町
、
岩
手
町
、
雫
石
町

で
構
成
す
る
市
町
議
会
が
、

共
通
す
る
地
域
課
題
の
早
期

解
決
に
向
け
て
互
い
に
協
力

し
て
検
討
す
る
た
め
に
、
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
道
路
整
備
な

ど
５
項
目
の
要
望
事
項
を
、

各
市
町
の
議
会
議
員
が
そ
れ

ぞ
れ
提
案
。
本
町
か
ら
は
、

鈴
木
満
議
員
が
「
林
業
振
興

対
策
の
推
進
」
に
つ
い
て
、

再
造
林
の
拡
大
や
林
業
担
い

手
を
確
保
す
る
対
策
が
重
要

で
あ
る
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た

要
望
５
項
目
は
、
地
区
議
会

議
長
会
が
後
日
、
県
選
出
国

会
議
員
や
県
の
関
係
機
関
に

対
し
て
要
望
活
動
を
行
い
ま

す
。
要
望
の
内
容
は
下
の
表

の
と
お
り
で
す
。

提案説明する鈴木議員

　

岩
手
地
区
議
会
議
長
会
（
中
崎
和
久
会
長
）
主
催

に
よ
る
、
第
61
回
岩
手
地
区
議
会
議
員
大
会
が
７
月

25
日
、
岩
手
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
区
内
の
議
会
議
員
、
来
賓
と
し
て
県
議
会
議
員
、

地
区
内
の
市
町
長
な
ど
約
１
１
０
人
が
参
加
し
、
さ

ら
な
る
地
域
の
発
展
を
相
互
に
確
認
し
親
交
を
深
め

ま
し
た
。

県
立
高
校
の
存
続
な
ど

県
立
高
校
の
存
続
な
ど

　

要
望
５
項
目
を
承
認

　

要
望
５
項
目
を
承
認

講　
　
　

演

講　
　
　

演

　

大
会
終
了
後
、
内
閣
府
政

策
統
括
官
（
防
災
担
当
）
付

参
事
官
の
四よ

っ

日か

市い
ち

正ま
さ

俊と
し

氏
を

講
師
に
、『
東
日
本
大
震
災

の
教
訓
を
踏
ま
え
た
我
が
国

の
防
災
対
策
の
見
直
し
』
と

題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

四
日
市
氏
は
、
岩
手
町
川

口
の
出
身
で
す
。

　

講
演
で
は
、
東
日
本
大
震

災
を
教
訓
に
、
最
大
ク
ラ
ス

の
地
震
や
津
波
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
可
能
性
を
想
定
し
た
災

害
へ
の
対
策
が
必
要
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
災
害

の
発
生
に
対
応
す
る
た
め

に
、
事
前
の
準
備
や
備
え
が

最
も
大
切
で
あ
る
こ
と
を
、

強
い
思
い
で
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

有
事
の
際
に
備
え
て
、
関

係
機
関
が
連
携
し
た
、
あ
ら

ゆ
る
訓
練
の
必
要
性
を
感
じ

ま
し
た
。

講演を行う四日市氏

岩手地区議会議長会 要望提案内容（要約）

① 広域的な観点からの道路整備の早期実現
② 地域振興の観点からの道路の整備促進
③ 県立高校の存続
④ 魅力ある農業・農村を復活させる農業振興対策の推進
⑤ 林業担い手確保対策、林業施策の充実強化

被災地被災地のの復興復興をを学学ぶぶ

　

田
野
畑
村
で
は
、
東
日
本

大
震
災
発
生
後
、
40
分
後
に

津
波
が
到
達
。
村
の
南
東
に

位
置
す
る
島
越
地
区
が
甚
大

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

24
年
３
月
に
災
害
復
興
計

画
を
策
定
し
、
復
興
の
取
り

組
み
を
本
格
的
に
進
め
て
い

ま
し
た
。

　

住
宅
再
建
を
早
期
に
進
め

る
た
め
に
、
有
利
な
補
助
事

業
を
活
用
し
て
新
た
な
団
地

を
造
成
し
、
災
害
公
営
住
宅

な
ど
１
１
４
区
画
を
整
備
。

水
産
業
関
連
施
設
は
、
ほ
ぼ

震
災
前
の
状
態
に
復
旧
し
て

い
ま
し
た
。

　

山
田
町
は
、
被
災
の
あ
っ

た
沿
岸
地
域
で
も
被
害
が
大

き
く
、
復
興
の
取
り
組
み
が

遅
れ
て
い
る
状
況
で
し
た
。

　

震
災
後
に
開
催
し
た
住
民

説
明
会
で
は
多
く
の
要
望
な

ど
が
出
さ
れ
、
仮
設
住
宅
へ

の
入
居
可
能
時
期
や
防
潮
堤

の
整
備
に
関
す
る
意
見
が
多

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
避
難
所
に
仮
設

シ
ャ
ワ
ー
や
ト
イ
レ
を
配
置

す
る
際
の
配
慮
や
、
学
校
施

設
を
避
難
所
と
し
て
開
設
す

る
場
合
の
問
題
点
な
ど
、
今

後
の
参
考
に
な
る
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

田野畑村田野畑村【被害状況】【被害状況】

山田町山田町【被害状況】【被害状況】

・死者23人、行方不明者15人
・住家被害　281棟(うち全壊225棟)
・仮設住宅入居状況　127世帯
※震災直後と比較して、約７割が
未だに仮設住宅などで生活。

〈26年３月末現在〉

・死者672人、行方不明者148人
・住家被害　3,369棟

(うち全壊2,762棟)
　※町内の約半数の住家が被害。
・仮設住宅建設戸数　1,940戸

〈26年３月末現在〉

　

輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
は
４
月
21
日
と
22
日
、

鈴
木
町
長
も
同
行
し
、
田
野
畑
村
と
山
田
町
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
状
況
の
確
認
、
復
興
に

向
け
た
取
り
組
み
な
ど
を
研
修
し
ま
し
た
。

　

両
町
村
と
も
厳
し
い
状
況
の
中
、
行
政
と
住
民
が
一

体
と
な
っ
た
復
興
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

〜
輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
研
修
〜

田
野
畑
村
・
山
田
町
を
視
察

田田田田田田田田田田田田
野野野野野野野野野野野野
畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑畑
村村村村村村村村村村村村
・・・・
山山山山山山山山山山山山
田田田田田田田田田田田田
町町町町町町町町町町町町
ををををををををををを
視視視視視視視視視視視視
察察察察察察察察察察察察

復興状況を説明する石原村長

【
研
修
を
終
え
て
】

　

今
後
発
生
が
想
定
さ
れ

る
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対

し
、
町
と
議
会
が
一
体
と

な
っ
て
対
応
が
で
き
る
連

携
の
構
築
が
必
要
と
考
え

ま
す
。

　

住
民
と
一
体
と
な
っ
た

議
会
活
動
が
さ
ら
に
必
要

な
こ
と
か
ら
、
多
く
の
声

を
聴
き
な
が
ら
議
会
の
活

性
化
に
努
め
ま
す
。

【
研
修
を
終
え
て
】

今
後
発
生
が
想
定
さ
れ

る
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対

し
、
町
と
議
会
が
一
体
と

な
っ
て
対
応
が
で
き
る
連

携
の
構
築
が
必
要
と
考
え

ま
す
。

住
民
と
一
体
と
な
っ
た

議
会
活
動
が
さ
ら
に
必
要

な
こ
と
か
ら
、
多
く
の
声

を
聴
き
な
が
ら
議
会
の
活

性
化
に
努
め
ま
す
。

山田町役場の屋上から被災状況を確認する議員



（左）寺畑地区（寺畑橋）、（右）四日市地区（町道四日市中村線）担当者から説明を受け状況を確認する議員。
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住民要望住民要望のの解決解決にに向向け　　け　　現地現地のの状況状況をを確認確認
　

今
回
の
調
査
で
は
、
25
年

９
月
に
発
生
し
た
台
風
18
号

の
影
響
で
破
損
し
た
町
道
な

ど
の
復
旧
工
事
箇
所
の
進
捗

状
況
や
、
す
で
に
完
了
し
た

工
事
箇
所
の
様
子
を
調
査
し

ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
町
中
心
部
と

江
刈
方
面
を
中
心
に
調
査
。

町
道
葛
巻
浦
子
内
線
の
道
路

整
備
と
大
橋
の
架
け
替
え
工

事
で
は
、「
大
橋
を
渡
っ
た

落
石
の
危
険
箇
所
を
避
け
、

既
存
の
住
家
な
ど
に
影
響
が

少
な
い
設
計
の
検
討
が
必

要
」、「
町
道
浦
子
内
線
に
入

る
国
道
か
ら
の
入
り
口
部
分

が
狭
い
た
め
、
周
辺
を
含
め

た
一
体
的
な
整
備
の
検
討
が

必
要
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

町
道
宝
積
寺
線
で
は
、
昨

年
度
の
調
査
で
議
会
が
指
摘

し
た
意
見
を
踏
ま
え
、
道
路

の
拡
幅
や
融
雪
シ
ス
テ
ム
の

設
置
箇
所
が
延
長
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。町道宝積寺線の拡幅状況を確認する議員県との情報交換会の様子（プラトー）

工
事
の
実
績
と

工
事
の
実
績
と

進
捗
の
状
況

進
捗
の
状
況

県
が
進
め
る
工
事

県
が
進
め
る
工
事

本
年
度
の
計
画

本
年
度
の
計
画

　

輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
は
６
月
３
日
と
４
日
、

25
年
度
に
完
了
し
た
事
業
と
26
年
度
に
実
施
す
る
工

事
箇
所
な
ど
の
調
査
の
た
め
、
町
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
県
盛
岡
広
域
振
興
局
土
木
部
岩
手
土

木
セ
ン
タ
ー
（
志
田
悟
所
長
）
と
「
県
営
工
事
の
情

報
交
換
会
」
を
開
催
。
鈴
木
町
長
、
觸
澤
副
町
長
も

出
席
し
、
県
が
行
う
道
路
整
備
事
業
な
ど
に
つ
い
て

意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

「
輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
」
所
管
事
務
調
査　

災
害
復
旧
工
事
箇
所
な
ど
を
調
査

災
害
復
旧
工
事
箇
所
な
ど
を
調
査

　

そ
の
ほ
か
、
橋
場
自
治
会

か
ら
要
望
が
あ
っ
た
、
未
整

備
の
集
落
道
と
用
排
水
路
の

不
具
合
箇
所
を
確
認
。「
未

舗
装
の
集
落
道
は
町
の
管
理

道
路
で
狭
い
状
態
の
た
め
、

今
後
改
良
整
備
が
必
要
」
と

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
田
部
、
小
屋

瀬
方
面
を
調
査
。
24
年
２
月

に
発
生
し
た
凍
上
災
害
の
復

旧
工
事
の
完
成
状
況
な
ど
を

確
認
し
ま
し
た

　

２
日
目
の
調
査
終
了
後
、

町
長
と
副
町
長
も
出
席
し
て

県
と
の
情
報
交
換
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
県
の
担
当
者
が
、

今
年
度
に
実
施
す
る
事
業
の

内
容
を
説
明
し
ま
し
た
。
本

町
で
計
画
さ
れ
て
い
る
、
主

な
事
業
内
容
は
下
の
表
の
と

お
り
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
町
が
要
望
を

行
っ
て
い
る
城
内
小
路
地
区

の
急
カ
ー
ブ
箇
所
の
解
消
に

向
け
て
、
検
討
を
始
め
る
旨

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
本

年
度
は
、
概
略
設
計
や
地
元

説
明
会
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、
町
と
県
が
情
報

を
共
有
し
な
が
ら
、
連
携
し

て
進
め
て
行
く
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

【
調
査
を
終
え
て
】

　

調
査
の
結
果
、
概
ね
順

調
に
、
町
の
事
業
が
進
捗

し
て
い
る
状
況
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
事
業
の
執
行
に

当
た
っ
て
は
計
画
ど
お
り

に
進
め
、
最
大
限
の
事
業

効
果
を
出
せ
る
よ
う
に
進

捗
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と

を
、
町
に
伝
え
ま
し
た
。

《26年度県事業の主な内容》
26年５月末現在の計画

種別 工事の内容 工事年度

道路
事業

茶屋場地区交差点の改良工事（１箇所） 24～25年度

四日市地区の道路改良工事（L＝320m） 25～27年度

砂防
事業

ヌナヤ沢砂防事業（ダム１基） 24～28年度

市部内の沢砂防事業（ダム２基） 21～28年度

馬淵の沢砂防事業（ダム１基） 22～27年度
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Ｑ
．
自
己
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ

　

４
月
か
ら
、
岩
手
銀
行
葛
巻
支
店

長
と
し
て
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

す
。
北
上
市
（
旧
和
賀
町
）
の
出
身

で
す
。
妻
、
子
供
２
人
の
家
族
で
盛

岡
市
に
自
宅
が
あ
り
ま
す
が
、
単
身

で
来
て
い
ま
す
。

　

根
っ
か
ら
の
田
舎
者
で
、
葛
巻
で

の
生
活
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。
町
内

の
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
出
向
い
て
、

葛
巻
の
す
ば
ら
し
さ
を
探
し
て
み
た

い
で
す
。

Ｑ
．
葛
巻
町
の
印
象
は

　

全
国
的
に
町
の
知
名
度
が
高
く
、

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
な
ど
、

先
進
的
で
大
胆
な
発
想
で
の
取
り
組

み
が
多
い
町
の
印
象
で
す
。

　

町
の
行
事
に
も
参
加
し
ま
し
た

が
、
イ
ベ
ン
ト
の
完
成
度
が
高
く
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
活
気
も
す
ご
く

あ
っ
て
、
葛
巻
町
の
パ
ワ
ー
を
感
じ

て
い
ま
す
。

Ｑ
．
岩
手
銀
行
の
地
域
貢
献
は

　

お
金
の
流
通
が
本
業
で
す
が
、
葛

巻
町
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
が
何

よ
り
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
町
が
進
め
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
す
る
な
ど
、
町
や

各
種
団
体
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を

通
じ
て
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

Ｑ
．
み
な
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　

銀
行
は
、
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
、
経
営
者
の
事

業
拡
大
の
支
援
や
、
悩
み
事
の
相
談

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。い
わ
ば「
よ

ろ
ず
相
談
所
」
的
な
存
在
を
目
指
し

て
い
ま
す
の
で
、
も
っ
と
銀
行
を
利

用
し
て
欲
し
い
で
す
。

　

ま
た
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、

多
く
の
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
た
い

と
思
い
ま
す
。
見
か
け
た
ら
気
軽
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

岩手銀行葛巻支店長

小
お

原
ばら

　智
とも

生
お

 さん（47歳）

も
っ
と
地
域
に
身
近
な
銀
行
へ

表　紙表　紙（葛巻ミニバスケットボールクラブの皆さん）（葛巻ミニバスケットボールクラブの皆さん）

編
集
後
記

　

議
会
総
合
条
例
に
よ
る
議
会
運
営

の
ス
タ
ー
ト
か
ら
、
半
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
６
月
に
開
催
し
て
い
た

議
会
を
、「
７
月
定
例
会
議
」
の
名

称
で
７
月
に
初
め
て
開
き
ま
し
た

が
、
無
事
に
審
議
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

気
温
が
高
く
暑
い
日
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
熱
中
症
な
ど
に
気
を
付
け

て
、
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
　

広
報
常
任
委
員姉　

帯　

春　

治

情 報 公 開
　議長が議会の対外的活動をするための経費が議長交
際費です。各団体の総会、式典の会費が主なものです。

4月 43,000円（
（
（

葛巻小・中学校
教職員交流会ほか

商工会通常総会
ほか

高砂荘運動会
ほか

）
）
）

37,500円
13,000円

5月
6月

N
o.　
　

167
７
月
定
例
会
議

平
成
26年

８
月
20日

発
行

発
行
　
岩
手
県
葛
巻
町
議
会

編
集
　
広
報
常
任
委
員
会

〒
028-5495 岩

手
県
岩
手
郡
葛
巻
町
葛
巻
16-1-1

TEL・
0195-66-2111　

FA
X・
0195-66-2780

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▶
http://w

w
w
.tow

n.kuzum
aki.iw

ate.jp/

　第31回葛巻カップミニバスケットボール交流大会が、
８月２日と３日に葛巻町社会体育館で開催されました。
　岩手県のほか、青森、秋田、宮城県から男女32チー
ムの参加による交流大会です。この大会は、岩手県で
最初のミニバスケットボールチームの活動を始めた本町
で、毎年開催されています。
　葛巻町からは男女それぞれ１チームが参加し、気温が
高い中、熱戦を繰り広げました。
【表紙：交流大会に向けた練習前の葛巻ミニバスクラブ】

森林認証した紙を使用して
おります。

「くずまき議会だより」は、ユニバーサルカラーとユニバーサルフォント
に対応しており、より多くの方に視認しやすく、判読しやすいように配慮
して制作しております。一部当たり約49円で作成されています。
印刷：㈱白ゆり　〒020-0122 岩手県盛岡市みたけ6-1-50

次の定例会議は９月５日(金)です。


